
平成 28年度「自己評価報告書」 

                    社会福祉法人愛護会 

                      たんぽぽ保育園 

Ⅰ、保育目標 

●健康で明るい子ども 

●豊かな心を持つ子ども 

●自分のことは、自分でできる子ども 

●他人のことを考え、協力できる子ども 

●なぜだろうと考え、物事に疑問を持つ子ども 

●自然に親しみ、愛することのできる子ども 

●人の話をしっかり聞き、自分の意思を言葉で話せる子ども 

 

Ⅱ、施設運営の重点課題 

●保育内容の充実 

●地域との交流の充実 

●郷土文化伝承の促進 

●地域の多様なニーズに合わせた子育て支援 

●風の子農園運営 

●保育園食育指導の充実 

●職員の資質向上 

 

Ⅲ、評価項目と取組み状況 

                    評価の基準 

Ａ 十分達成されている 

Ｂ 達成されている 

Ｃ 取り組んでいるが、成果が十分でない 

Ｄ 取り組みが不十分である 

 

自己評価項目 評価 取り組み状況 

1 保育内容の充

実 

 

・たくましい子を育てる

ために、乳幼児の健全な

発達を目指し、保育内容

の充実を図る。 

・子どもの発達について

理解し、一人ひとりの特

性に応じた保育に取り組

む。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ ・「たくましい子」を目指し指

導計画を立てながら、話し合

い、保育に取り組んだ。 

・一人ひとりの発達・家庭環境

をしっかり捉え、保育を設定し

ながら取り組んだ。 

 



2 地域との交流

の充実 

・地域の様々な人たちと

交流しながら、思いやり

や優しさなどの心の発達

を促し、保育に生かす。 

 

 

Ａ ・世代間交流で、地区７つの老

人クラブ・民生児童委員などと

交流をした。金ケ崎町内の小中

高校生 120 名が夏休み保育体験

に来た。 

・28 年度は、町内の野菜を作っ

ている方、町内自然公園、青少

年の家の川遊びなど、新しい体

験を行った。 

3 郷土文化伝承

の促進 

・地域の昔から伝わる踊

り「鬼剣舞」を保育に取

り入れる 

Ａ ・5 歳児が 8 月の金ケ崎夏まつ

りから始まり、7 回発表して、

地域に貢献した。 

 

4 地域の多様な

ニーズに合わ

せた子育て支

援 

・父母の勤務状況や地域

の子育て家庭のニーズに

応え、様々な保育を行

う。 

・町関係、専門機関との

連携を密にしながら、よ

りよい子育て環境を提供

していく。 

Ｂ ・延長保育、障がい児保育、一

時保育、療育教室を行った。 

・町の 3 歳半検診、離乳食教室

に貢献した。 

5 風の子農園運

営 

 

・風の子農園の身近な自

然に触れながら、働くこ

とや、育てる喜び、食べ

物に対する感謝の気持ち

を育てる。 

Ｂ ・地域の２つの畑に各年齢が野

菜を育て、草取りや収穫する喜

び、クッキングすることが、食

べる意欲につながった。 

・土を使っての泥団子づくり、

虫探しなども楽しんだ。 

6 保育園食育指

導の充実 

 

・「食を営む力」を育む

ため、保護者・地域との

連携を持ちながら食べる

ことや命への関心を高

め、子どもの健やかな心

と身体の健全育成を促

す。 

Ａ ・地域の産直、農家の人との交

流を通し、食べ物についての関

心を高めた、 

文化祭では、「給食コーナー」

を設定し、保護者、祖父母、地

域の人たちに食育について啓蒙

できた。 

7 職員の資質向

上 

 

・地域住民に信頼される

保育実践と力量を持った

保育者を目指す 

・外部講師による 

子どもの脳の発達と身体

リズム運動遊び」の学習

をする 

・保護者と共に「たくま

しい子像」について学び

あう。 

Ｂ ・保育事業部会４園共通で「脳

の発達」「身体リズム運動遊

び」についての講演会に参加

し、園内研修も行った。 

・保育事業部会４園の 5 歳児交

流会も行った。 

・保護者と共に子育てについて

考える機会として、「保護者保

育体験」を実施した。 

 


